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岩
船
町
駅
開
業
百
周
年
記
念
事
業
経
過
報
告 

《
発
起
人
会
》 

平
成
26
年
11
月
１
日
で
、
岩
船
町
駅
が
開
業
百
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、「
百

周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
今
は
、
無
人
駅
で
乗
客
数
の
少
な
い
駅
と
な
っ

た
が
、
以
前
は
駅
を
使
う
人
も
多
く
、
駅
に
思
い
入
れ
の
あ
る
方
も
た
く
さ
ん
お
ら

れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
、
神
林
に
あ
っ
て
岩
船
町
駅
と
い
う
由
来
な
ど
も
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
か
ら
、
平
成
25
年
12
月

26
日
、
岩
船
地
区
４
名
、
神
林
地
区
４
名
で
発
起
人
会
を
設
立
し
た
。 

 

発
起
人
会
構
成
員
氏
名 

 

 

磯
部
幸
雄
、
大
越
孝
行
、
大
嶋
芳
美
、
笠
舛
光
記
、
坂
上
孝
雄
、
佐
久
間
成
一
、

竹
内
友
二
、
本
間
賢
五 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
敬
称
略
、
五
十
音
順
） 

第
１
回
発
起
人
会 

 
 
 

平
成
25
年
12
月
26
日 

第
２
回
発
起
人
会 

 
 
 

平
成
26
年
１
月
14
日 

第
３
回
発
起
人
会 

 
 
 

平
成
26
年
２
月
４
日 

 《
実
行
委
員
会
》 

３
回
の
発
起
人
会
を
経
て
、
次
の
事
業
趣
旨
の
も
と
、
平
成
26
年
３
月
７
日
に
岩

船
地
区
６
名
、
神
林
地
区
６
名
（
後
に
７
名
）
で
実
行
委
員
会
を
設
立
し
た
。 

（
事
業
趣
旨
） 

私
た
ち
の
「
岩
船
町
駅
」
は
、
開
業
か
ら
地
域
の
発
展
及
び
生
活
の
拠
点
と
し
て

利
用
さ
れ
、
今
も
多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
神
林
地
区
に
あ
る
駅
を
「
岩
船
町
駅
」
と
称
し
た
の
に
は
、
神
林
村
誌
に

よ
り
ま
す
と
、
当
時
岩
船
町
の
方
々
は
岩
船
町
に
鉄
道
を
通
す
よ
う
運
動
を
展
開
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
地
盤
の
関
係
で
現
在
の
位
置
に
決
定
し
、
駅
名
を
当

時
の
岩
船
町
長
と
西
神
納
村
長
が
、
時
の
鉄
道
院
総
裁
に
陳
情
し
「
岩
船
町
駅
」
に

な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
度
、
節
目
の
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
開
業
百
周
年
記
念
事
業
を
行
い
、
先

人
の
方
々
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
で
「
岩
船
町
駅
」

の
大
切
さ
を
想
い
、
利
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
趣
旨
の
も
と
行
っ
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。 

 実
行
委
員
会
構
成
員
氏
名 

 

会 
 

長 

大
嶋
芳
美 

副

会

長 

磯
部
幸
雄 

監

 

事 

竹
内
友
二
、
大
越
孝
行 

 

実
行
委
員  

坂
上
孝
雄
、
佐
久
間
成
一
、
佐
藤
紀
代
美
、
須
貝
慎
一
郎
、
西
坂
寬
、

本
間
賢
五
、
増
田
豊
尚
、
横
山
房
夫
、
渡
辺
誠 （

敬
称
略
、
五
十
音
順
） 

第
１
回
実
行
委
員
会 

 
 

平
成
26
年 

３
月 

７
日 

第
２
回
実
行
委
員
会 

 
 

平
成
26
年 

４
月 

１
日 

第
３
回
実
行
委
員
会 

 
 

平
成
26
年 

４
月
25
日 

第
４
回
実
行
委
員
会 

 
 

平
成
26
年 

５
月
27
日 

第
５
回
実
行
委
員
会 

 
 

平
成
26
年 

７
月

 

９
日 

第
６
回
実
行
委
員
会 

 
 

平
成
26
年 

７
月
25
日 

第
７
回
実
行
委
員
会 

 
 

平
成
26
年 

７
月
28
日
（
神
林
地
区
） 

 
 

 
 

〃 
 
 
 
 

 
 

平
成
26
年 

７
月
31
日
（
岩
船
地
区
） 

第
８
回
実
行
委
員
会 

 
 

平
成
26
年 

８
月
29
日 

第
９
回
実
行
委
員
会 

 
 

平
成
26
年 

９
月
11
日 

第
10
回
実
行
委
員
会 

 
 

 

平
成
26
年 

10
月 

３
日 
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第
11
回
実
行
委
員
会 

 
 

平
成
26
年
10
月
28
日 

第
12
回
実
行
委
員
会 

 
 

平
成
26
年
11
月
21
日 

第
13
回
実
行
委
員
会 

 
 

平
成
27
年 

２
月 

６
日 

 《
岩
船
町
駅
開
業
百
周
年
記
念
式
典
等
》 

神 
 

事 
 

日
時
及
び
場
所 
平
成
26
年
11
月
１
日
午
前
10
時 

岩
船
町
駅
構
内 

      

 

記
念
写
真
撮
影 

式 
 

典 

日
時
及
び
場
所 

平
成
26
年
11
月
１
日
午
前
10
時
45
分 

岩
船
町
駅
構
内 

一
、
開
式
の
辞 

 

一
、
実
行
委
員
会
会
長
挨
拶 

一
、
来
賓
祝
辞 

一
、
来
賓
紹
介 

一
、
記
念
事
業
経
過
説
明 

一
、
招
待
者
紹
介 

一
、
招
待
者
代
表
挨
拶 

一
、
閉
式
の
辞 

 

祝
賀
会 

 
 

日
時
及
び
場
所 

平
成
26
年
11
月
１
日
午
後
０
時 

岩
船
駅
前
㈲
住
吉
屋 

一
、
開
宴
の
挨
拶 

一
、
来
賓
祝
辞 

一
、
乾
杯 

一
、
祝
宴 

一
、
閉
会
の
挨
拶 

 

一
、
万
歳
三
唱 

参
列
者 

来

賓 

村
上
市
長 

大
滝
平
正
、
Ｊ
Ｒ
村
上
駅
長 

伊
藤
良
寛
（
代
理
出
席 

Ｊ
Ｒ
村
上
駅
副
駅
長 

広
川
昌
也
） 

 
 
 

 

新
潟
県
議
会
議
員 

小
野
峯
生
、
新
潟
県
議
会
議
員 

片
野
猛 

村
上
市
議
会
副
議
長 

平
山
耕 

村
上
市
議
会
議
員 

木
村
貞
雄
、
村
上
市
議
会
議
員 

長
谷
川
孝 

村
上
市
議
会
議
員 

川
崎
健
二
、
村
上
市
議
会
議
員 

竹
内
喜
代
嗣 

（
敬
称
略
） 

招
待
者 

新
潟
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学 

学
長 

野
田
忠 

村
上
市
岩
船
駅
前 

山
﨑
與
次
、
村
上
市
八
日
市 

工
藤
新
一 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

（
敬
称
略
） 

《
そ
の
他
事
業
経
過
》 

村
上
市
長
、
Ｊ
Ｒ
村
上
駅
長
へ
事
業
協
力
依
頼 

平
成
26
年
３
月
28
日 

事
業
後
援
依
頼 

平
成
26
年
５
月 

  
後
援
事
業
所
等 

 

村
上
市
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
村
上
駅
、
新
潟
日
報
社
、
村
上
市
観
光
協
会
、
岩
船
地

区
区
長
会
、
神
林
地
域
区
長
会
、
神
林
商
工
会
、
岩
船
商
工
業
会
、
岩
船
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
、
西
神
納
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
か
み
は
や
し
農
業
協
同

一
、
開
式
の
儀 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
、
修
祓
の
儀 

一
、
除
幕
の
儀 

一
、
清
祓
の
儀 

一
、
降
神
の
儀 

一
、
献
饌
の
儀 

一
、
祝
詞
奏
上 

一
、
玉
串
奉
奠 

一
、
撤
饌
の
儀 

一
、
昇
神
の
儀 

一
、
閉
式
の
儀 
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組
合
、
新
潟
漁
業
協
同
組
合
岩
船
港
支
所
、
新
潟
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
、

村
上
新
聞
社
、
い
わ
ふ
ね
新
聞
社 

思
い
出
の
作
文
・
写
真
募
集 

平
成
26
年
６
月 

寄
付
金
募
集 
平
成
26
年
７
月 

記
念
碑
設
置 

 
 

場
所 

岩
船
駅
前
構
内 

製
作 

村
上
市
岩
船
上
町 

石
の
タ
ケ
ウ
チ 

揮
毫 

村
上
市
小
口
川 
鈴
木
俊
一
氏 

駅
名
由
来
看
板
設
置 

 
 

場
所 

岩
船
駅
前
構
内 

製
作 

村
上
市
今
宿 

ニ
ス
ケ 

思
い
出
の
作
文
・
写
真
等
展
示 

 

 

展
示
数 

 作
文
26
名
26
点
、
写
真
等
12
名
34
点 

 

展
示
場
所
及
び
月
日 

 

岩
船
地
区
文
化
祭
（
岩
船
小
学
校
） 

平
成
26
年
11
月
３
日 

神
林
地
区
文
化
祭
（
神
林
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
） 

平
成
26
年
11
月
２
日
・
３
日 

 
 
 
 
 

Ｊ
Ｒ
岩
船
町
駅
連
絡
路 

平
成
26
年
11
月
１
日
～
５
日 

記
念
誌
発
行 

 
 
 
 

発
行
日 

平
成
27
年
３
月 

   

岩
船
町
駅
開
業
百
周
年
記
念
事
業
収
支 

（
収
入
） 

寄

付

金 

１
８
８
万
４
３
２
７
円 

 

（
個
人 

１
９
６
５
件 

１
１
６
万
４
１
５
１
円
） 

 
 

 
 

 
 

（
事
業
所
・
団
体 

１
１
９
件 

７
２
万
１
７
６
円
） 

市

負

担

金 

６
０
万
円 

受

取

利

子 

１
５
８
円 

 

合 
 
 

計 

２
４
８
万
４
４
８
５
円 

（
支
出
） 

記
念
碑
・
駅
名
由
来
看
板
経
費 

 

１
３
１
万
５
５
７
０
円 

 
 

 
 

 
 

（
記
念
碑
建
設 

１
１
８
万
８
千
円
、
駅
名
由
来
看
板 

５
万
１
９

７
０
円
、
整
地
費 

７
万
５
６
０
０
円
） 

神
事
・
式
典
等
経
費 

 

３
１
万
９
６
４
１
円 

 
 

 
 

 
 

（
神
事
・
式
典 

１
４
万
３
９
１
０
円
、
会
場
用
テ
ン
ト
借
上
げ
料

等 

１
７
万
５
７
３
１
円
） 

記
念
誌
経
費 

４
９
万
６
５
０
円 

 
 

 
 

 
 

（
３
１
８
部
印
刷
） 

事

務

経

費 

３
５
万
８
６
２
４
円 

 
 

 
 

 
 

（
封
筒
紙
代
通
信
費
等 

３
１
万
２
２
７
１
円
、
チ
ラ
シ
新
聞
折
込

み
代 

４
万
６
３
５
３
円
） 

合 
 

 
計 

２
４
８
万
４
４
８
５
円 
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